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1) Conelis A de Kluyver Jhhn A Pearce n著(大柳正子訳) r戦略とは何か』の「本書の刊行に



















以上の先行liJI:究の理解を踏まえ「事業とはJ r構想とはJ f事業構想とはJ に
ついての考察を進め事業構想の概念を明らかにしたい口








3) 仰木w:・ JI;JI~Wi治(制膏) r事業構想と経営j p3-4 

























































































理.整制，清掃.清潔. しつけのローマ字標記の頭文字 S をとって.これらを推進する
事によって現場業務における生産性の向上を凶るもの). ZD (Zero Defect) 運動(不


























今までの SBA による事業の存続困難となる時期であり 新たな SBA に対
する構想の有無が最悪の場合 市場からの撤退につながりかねない段階での
事業構想といえる。このステージは一般的には.組織の整理.消滅がイメージ





2 構想 (Design) について


















そして一般的な知の認識は①「明 (Deliverable) の知J =言葉，文字.記号
などで明示的に示され共有できる。②「暗 (Enbodied) の知J =人に体言化さ
れた知であり.たとえば調律師.調香師.ソムリエなどその人の体.感性の中




6) 常盤文克著 rr質」の経世論J (2α均年 ダイヤモンド社) p198-213 
7) マイケル・ポラニー著(高締勇夫訳) (2003年 筑般書房) p15-53. ポラニーによれば知lにつ
























8) 野中M次J'!I~・竹内弘高著 f知識制造企業J 0996年 東洋経消新報社) pH3-141 
事業構想に関する一考察(堀池)



































































































9) P. F. ドラッカー著野111-夫・村上恒夫監訳 fマネジメント j 0974 iド ダイヤモンド社)
p93 








































































と j である。マネジメントの試金石は論理ではなく成果であるo マネジメント
の唯一の権威は業績であ宮」と論述しているが，事業構想の本質も当該論述を
11) 鈴木敏文著 f商売の原点J (2∞3 講談社) p69 




は「知ること J ではなくて「行うこと J である o 事業構想の試金石は論理では
なく成果である。事業構想の唯一の権威は業績である」と断言できるであろう。
そして事業構想をより効果的かっ効率的に実現するために求められるのが.
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